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	１．研究の対象
	２．研究目的・方法
	1991年1月1日から2017年5月31日の期間に名古屋大学医学部附属病院呼吸器外科（以下、当科と省略）で胸腺上皮性腫瘍にて外科的切除を施行した患者を対象とします。診療科データベースおよび診療録より予後情報を含む臨床データを抽出し、単変量および多変量解析にて再発危険因子や予後因子を検討します。
	３．研究に用いる試料・情報の種類
	４．お問い合わせ先

